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請願、臨時国会では「審査未了」に 

年明け通常国会に再提出し、あくまでも予算確保を求める 

12月3日に閉会した臨時国会に提出していた「ホームレス対策予算確保に関する請願」

は、衆議院・参議院とも残念ながら「審査未了」となりました。多くの方の署名協力や

多くの国会議員の協力により請願は提出されたのですが、衆参両院とも厚生労働委員会

に審議が付託されたものの、採択されることなく、予算確保は実現しなかったというこ

とです。 

12 月 20 日に明らかにされた来年度予算財務省原案や、それに対する厚生労働省の復活

折衝の動きなどが新聞紙上などで伝えられていますが、「ホームレス対策」にかかわる予

算については、何も新たな動きを見出すことできません。補正予算についても、同様で

す。 

「いよいよ特掃の大幅減は確定か」などと、あきらめることはできません。「来年から

特掃が月１回になったら、ほんまに栄養失調で死んでしまう」という輪番労働者の声は、

冗談ごとではありません。 

あきらめることなく、次の国会での予算確保に向けて、準備を進めなければなりません。

請願は、国会ごとに提出し直さなければなりませんから、もう一度、署名を集める必要

があります。再度、署名用紙を同封いたします。次期国会開会日に提出したいと考えて

いますので、1月 20日までにご返送いただければ幸いです。よろしくお願い申し上げま

す。 

来年１月中旬から始まる国会は、来年度の予算を審議し、決定します。また、それに先

だって、今年度の補正予算を審議し、決定することも予定されています。 

 

 補正予算の内容は、地震や台風による被害に対応するものと、社会保障費の増加分へ

の対応が主なものとされていますが、なんとか「ホームレス対策予算」も含めてもらう

よう要求していきたいと考えています。そのための請願です。補正予算での実現を目指

すのは、端境期をなくすためです。来年度予算で認められても、役所の仕組みから言え

ば 4 月 1 日から直ちに現場が動くということにはならないと思われます。予算がついて

も、６月位までは仕事が大幅に減少することになります。平成 16年度予算の補正という

ことで認められれば、途切れることのない事業継続が確保されます。いよいよ正念場。

これを乗り切って、改めて新年のご挨拶を。 

 

 

 



民主党 臨時国会閉会日に 

ホームレス自立支援に向けた緊急申し入れ 

臨時国会では会期も短く、請願は採択されなかったが、民主党は、請願の趣旨を実現すべ

く、また、継続的に取り組む姿勢を示すために、党として、厚生労働大臣と国土交通大臣に

「ホームレス自立支援にむけた緊急申し入れ」を閉会日当日に行った。 

 

2004 年 12 月 3日 

厚生労働大臣 尾辻秀久 殿 

国土交通大臣 北側一雄 殿 

ホームレス自立支援に向けた緊急申し入れ 

民主党ネクスト厚生労働大臣 横路 幸弘 

民主党ネクスト国土交通大臣  菅 直人 

民主党ホームレス自立支援プロジェクトチーム 

        座長 山本 孝史 

 ホームレス自立支援法が制定されて 3 年が経った。この間、シェルター運営の強化や

自立支援のための制度的枠組みが創設されてきたが、長引く不況のもとで、肝心の雇用

創出や社会的就労の方策が遅々として進まず、結果として全国 2 万 6 千人を超えるホー

ムレスの現状が好転しているとは言いがたい。 

 また、緊急雇用対策基金による雇用創出事業が、ホームレス就労支援事業にも一定の

役割を果してきたが、これも平成 16年度で打ち切りとなっており、今後の事態は必ずし

も楽観できるものではない。 

 従って、ホームレスの雇用対策を中心に、下記のとおり緊急の申し入れを行うもので

ある。関係省庁にあっては、格段の配慮を行い、しかるべき対策を講じられるよう強く

求めるものである。 

（１）ホームレスの自立就労を対象として、交付金等による緊急雇用対策を継続され

たい。 

（２）来年度より「地域提案型雇用促進事業」が創設される予定であるが同事業の運

用にあたっては、ホームレスの自立支援対策としても活用可能なように、弾力

的な採択を行われたい。 

（３）各省庁は、ホームレス自立支援法の精神にのっとり、当分の間、公務労働や委

託事業、または関係外郭団体の委託事業等から、ホームレスの就労事業への割

当てを行う等の措置を行われたい。 

 

  民主党は、今年に入って新たに「ホームレス自立支援プロジェクトチーム」を編成しな

おし、新宿や北九州現地を視察するなど、積極的に野宿生活者問題解決に向けて取り組みを

強化されている。年明け国会での活躍を期待したい。 



自民地方議員団 自民党政調会長へホームレス対策で要望 

与謝野馨政調会長ホームレス要望 

参加者名簿 

ホームレス問題勉強会 

代表幹事 参議院議員  保坂三蔵 

ザ・ホームレス・フォーラム  

会長 大阪府会議員（浪速区）川合通夫 

幹事 大阪府会議員（堺市） 中野 清 

都議会自民党ホームレス対策協議会 

会長 都議会議員（墨田） 山本賢太郎 

幹事長 都議会議員（台東）服部ゆくお 

自民党区議団ホームレス対策連絡協議会 

会長 新宿区議会議員   秋田 博 

 

平成１６年１２月７日 

自由民主党 政務調査会長 

 与謝野 馨 様 

自由民主党東京都ホームレス議員連盟（東京都議会・区議会） 

ザ・ホームレス・フォーラム（大阪府議会） 

自民ホームレス問題研究会（大阪市会） 

ホームレスの自立支援等に関する国家要望 

日頃から、ホームレス問題の解決にご尽力賜り、ありがとうございます。また、１０月

２９日の要望に際しましては、親しく地域の事情をお聞きいただき、出席いたしました

議員一同、本当に感謝申し上げる次第であります。 

 当日は、ホームレスの就労支援の財源につき必要額を至急にとりまとめ、提出するよ

うご指示をいただきました。早速それぞれが持ち帰り、理事者側にもこの旨を伝え、そ

の算出を進めたところであります。 

 このたび三者の間で就労支援の事業量を確定し、下記のとおり必要額を固めることが

できました。つきましては、財政支援につき格別のご配慮を賜りますようお願い申し上

げます。 

記 

■財政措置の期間 

・平成１７年度から平成２４年度（ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法の期

間）の８年間 

■各自治体の所要額 

・別記通り   以上 



ホームレスの就労支援関係経費の要望について 

平成１６年１２月７日 東京都 

 

■事業目標 

 何らかの就労により現に収入はあるものの、家賃相当額の支払いが困難で、そのため

公園等の公共的場所で比較的長く生活しているホームレスに対し、一定の家賃補助を行

いながら、当面の生活費として月５万円程度の臨時就労の機会を６ヶ月間提供する事業

を実施する。 

  →下記の家賃支払い困難層への対応 

 

■所要経費の要望額 

 ８億１千万円 

［内訳］ 

５万円×６ヶ月×2,700 人＝８億１千万円 

［参考］ 

東京都内のホームレス数       6,791 人（平成１６年８月概数調査） 

３割 就労自立可能数  約 2,000 人 

４割 家賃支払い困難層 約 2,700 人 

３割 生活保護適用対象者約 2,000 人 

 

［考え方］ 

・ホームレスの１ヶ月あたりの平均収入額を約３万円とする。（平成１６年３月 ホ

ームレスの実態に関する全国調査） 

・家賃を除く１ヶ月あたりの必要収入額を約８万円とし、上記との差額約５万円を、

当面の生活費として６ヶ月間就労収入として支援する。 

・現在、都と特別区は共同事業として、家賃支払い困難層に対して、一定の家賃補

助を行いながら就労自立させる地域生活移行支援事業を実施中。 

→当面は、来年度までの２年間で、都内のホームレスの多い５公園に定着

的に生活する家賃支払い困難層に対して事業を実施中。 

・２０１０年には、都内のホームレスの数を０にすることを大きな目標とする。 

 

 

 

 

 

 



ホームレス等就労自立支援事業にかかる所要経費の要望について 

平成１６年１２月７日 大阪府・大阪市 

■事業概要 

 ・ホームレス等の約 3,000 人に対し公的な就労機会を提供する。 

■所要経費の要望額（平成１７年度）  ７億８千万円 

 ○平成１６年度に大阪府、大阪市が実施している就労自立支援事業の所要経費等 

（下記表参照） 

 ○就労自立支援事業の評価及び国への要望について 

・現状では、登録者が本事業に従事することにより得られる収入額は、１人あたり月額

平均約２万円（５，７００円×３．４回）であり、最低限度の生活を維持している

状況である。 

・本事業は、ホームレスの就労による自立やホームレス化の防止に大きく寄与している

ことから平成１７年度以降も同規模で実施していく必要がある。 

・本事業につき府市では、主として緊急地域雇用創出基金を活用している外、府市の一

般財源も投入して実施しているところであるが、ホームレス等への就労支援事業に

ついては、雇用対策の根幹を担う国の役割が極めて大きいものと考える。 

・以上から、平成１７年度は、今年度の就労自立支援事業の所要経費のうち基金充当額

を要望する。また、次年度以降も登録者数に応じた所要経費を要望する。 

・国の財政支援については、今後、民間からの仕事や国土交通省等からの公共施設での

除草清掃等の仕事を確保することにより、ホームレス自立支援法の期限である平成２

４年度に向かって出来る限り代替できるように努めていく。 
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「ホームレス対策予算確保に関する」請願行動 ―― 11 月４日 東京 

 11月３日午後7時釜ヶ崎の仲間30名を乗せたマイクロバスが東京に向かって出発しまし

た。請願署名の提出場所である衆議院第 2議員会館前には、４日午前 11時頃に到着、先に

到着していた新宿の仲間約 80名に拍手で迎い入れられました。請願行動のセレモニーには、

53 名の紹介議員の内、民主党衆議院の辻恵議員、稲見哲男議員、中川治議員、石毛えい子

議員、参議院の松岡徹議員、共産党衆議院の吉井英勝議員、参議院の紙智子議員、小林美恵

子議員、社会民主党参議院の福島瑞穂議員の代理（順不同）の計 9 名の方が参加されまし

た。新宿・北九州・釜ヶ崎のホームレス支援機構及び各諸団体代表の挨拶の後、参加された

すべての議員からの決意表明があり、「ホームレスの自立のためには、就業の機会が確保さ

れることが最も重要である。」

と交付金事業の継続の必要性

を強く訴える議員もおられま

した。その後、衆議院提出分

33,126 名、参議院提出分

19,191名の計52,317名の請願

署名が釜ヶ崎と新宿の仲間に

よって議員へと無事に手渡さ

れました。 

 

民主党 岡田代表 釜ヶ崎視察 

 民主党の岡田克也代表が 11 月 15 日午前 10 時 35 分

にセンター西側に到着。あいりん職安・西成労働福祉セ

ンター―認定通り―三角公園―今宮夜間宿所―銀座通

り―萩之茶屋夜間宿所の順に約 30 分で視察、その後、

萩之茶屋夜間宿所事務所で大阪府商工労働部・大阪市健

康福祉局の代表を交え約 30 分の懇談会が開かれた。懇

談会では山田理事長及び府・市の代表からホームレス自

立支援基金としての仕事出しの継続、自立支援に向けた

長期的な雇用対策、西成区・あいりん地区の生活保護受

給者の増加問題などについての説明と要請がされました。それに対し岡田代表からは「政府

の生活保護費の国庫負担率の引き下げについてはデタラメである。また、ホームレス問題に

ついては、まず就労支援が大事であり、ホームレスの方達が、さまざまな経緯をへて現在に

至っている事を考えるとメンタルケアを含めた総合的な対策が必要である。党内ではすで

に、プロジェクトチームを作って取り組んでいる。」という話がありました。 

 



「ビッグイシュー日本版」が 9 月より月 2回発行 

9 月で創刊一周年になった「ビッグイシュー日本版」が月 2回発行になりました。釜ヶ崎

支援機構も創刊号から販売員の雑誌の仕入れなどで、有限会社ビッグイシュー日本に協力

しています。 

 グラフ 1は平成 16 年 4 月から 10

月までの釜ヶ崎支援機構が販売し

た月別の冊数と販売冊数を販売日

数で割った1日当り販売冊数を表し

たものです。 

販売冊数では4月に7,067冊あっ

たのが8月には約半分の3,562冊ま

で落ち込みました。そして月 2回発

行となった 9月は 5,251 冊、10月に

は 6,207 冊まで回復しました。 

1日当り販売冊数は、ほぼ販売冊数と比例して推移していることがわかります。 

グラフ 2 はビッグイシュー全体の月

別の販売冊数と 1 日当り販売冊数を表

したものです。 

8月までは釜ヶ崎支援機構販売分と同

じように推移しているが 9,10 月は釜ヶ

崎支援機構販売分が 5～7 月と比較して

増えたのに対しほぼ同じ冊数で推移し

ています。また、1 日当り販売冊数も

9,10 月の伸びが釜ヶ崎支援機構販売分

よりも鈍くなっています。全体ではまだまだ厳しい状況でありこれからが正念場であると

思います。 

そして、11月度（24日現在）の釜ヶ崎支援機構の販売冊数と 1日当り販売冊数は、10月

度を少し上回っています。 

販売員の数（11 月 14 日時点）は全体で 98 名、釜ヶ崎支援機構には 1日平均約 7 名が仕

入れに来ます。毎日、仕入れに来る Aさんは、夏場に体調を崩しながらも「日雇いの仕事も

あるが今はビッグイシューだけでガンバリたい」と話していました。 

また、ホームレスワールドカップサッカー（8月 1日からスウェーデンで開催）に東京と

大阪の販売員 8名が参加するというビッグニュースもありました。 

なお、「ビッグイシュー日本版」の詳しい情報及び販売場所はビッグイシュー日本のホー

ムページに紹介されています。 

 

 



「西成おいないまつり」 

10 月 31 日（日）今年で第 3回目を迎える「西成おいないまつり」（第 15回 西成区民福祉

まつり）が松通公園で開催されました。午前 11時からフリーマーケット、福祉バザー、飲

食店等の出店があり、ステージでは沖縄エイサー、河内音頭、デカレンジャーショー等が行

われました。閉会の午後 2 時までに子供からお年寄りまで約 5,000 人の方が楽しまれまし

た。 

 釜ヶ崎支援機構からは竹とんぼ等の製作・

販売と釜ヶ崎支援機構の概要と活動を紹介

するパネルの展示をしました。竹とんぼの販

売の方は販売員が男性から女性に代わって

から子供たちが集まりだし色ペンでオリジ

ナル竹とんぼを作ったり、結構賑わっていま

した。また、お孫さんを連れた方も懐かしそ

うに竹とんぼを見ておられました。短時間の販売でしたがまずまずの売り上げだったよう

です。 

 今年のテーマは「つながりづくり、まちづ

くり」で 10月 23 日から 31日までを「おい

ないウィーク」と位置づけ、さまざまな団体

によりつながりづくり、まちづくりに関す

るいろいろなイベントが開催されました。

まつりで高齢者や障害者や子供達の楽しん

でいる姿を見て部落問題やホームレス問題

をはじめ多くの課題が集中しているこの西

成でどのようにつながり、どんなまちづくりをすれば誰もが安心して暮らせる町にできる

のか改めて考えさせられる 1日となりました。 

 


